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慶應大学大学院に「低炭素社会デザインコース」誕生

－OECC ともコラボで低炭素社会のリーダーを育成－
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慶應義塾大学は 2009 年４月から大学院修士課程に、

低炭素化社会に貢献する高度な職業人（環境人材リーダ

ー）を養成する「低炭素社会デザインコース」を開設し

ます。これは環境省の「アジア環境人材育成イニシアテ

ィブ」に基づく大学教育プログラム開発事業の一環とし

て、その助成を受けて実施するものです。 
 

コースの目的・概要・運営 

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科（以下「政

メ」）は、湘南藤沢キャンパス（SFC）に設置されてい

る大学院です。低炭素社会デザインコースは、政メの修

士課程に設けられた「プロフェッショナル育成コース」

の１つです。地球温暖化を防止し、持続可能な社会に移

行する上で、極めて重要な課題である低炭素社会の構築

に向けて、事業の企画・開発や炭素削減クレジットの市

場流通拡大などに応えうる専門知識や実践的な問題発

見・解決能力を有する人材の養成を目的としています。 

コースで提供する教育内容は図に示すとおりです。本

誌で特集されているカーボンオフセットも対象となり

ます。必修科目は講義 3 科目、演習 2 科目、フィールド

ワーク 1 科目、インターンシップ 1 科目及び修士論文等

で、これらを履修して合計 30 単位以上を修得し、修士

課程を修了した学生には、サティフィケート（コース修

了証）が授与されます。 

コースの企画運営に当たっては、慶應義塾大学政策・

メディア研究科の教授陣の他、表に示す、我が国の CDM

事業開発や炭素クレジット市場をリードする民間企業、

NPO や研究機関、自治体の協力を得ています。その一つ

として OECC にもご参加をいただいており、西宮康二主

任研究員にはコース開発実証委員会委員として、また加

藤真主任研究員には慶應義塾大学特別研究講師として

参画いただき、４月からは実際に講義・演習も行ってい

ただきます。 
 

アジアへの展開 

政メは、韓国の延世大学や中国の復旦大学等とダブル

ディグリー協定を結んでいるほか、多くの留学生を受け

入れており、既入学者からも授業を履修したいという声

が早くもあがっています。今後は、協定の適用拡大やイ

ンターネットでの履修を可能にするｅ科目化などを通

じて、アジアの大学との連携を強化していきたいと考え

ています。 
 

コースへの入学・社会人学生の履修 

本コースに入学するためには、まず政メの修士課程を

受験し、本コースの履修希望を申請していただきます。

４月入学（10 月出願〆切）と９月入学（５月出願〆切）

があり、現在、2009 年９月入学生募集中です。 

（問い合わせ先：lowcarbon@sfc.keio.ac.jp） 

社会人学生には、最初の１年目は休職・通学を推奨し

ていますが、２年目は休職することなく修士論文の指導

（何度か大学にきていただく）のみでの修了も可能で

す。また、修士論文に代わり、実プロジェクト開発等の

報告書による非修論オプションも選択できます。 

関係者の皆様のご支援をお願いするとともに、社会人

学生としてのご入学をお待ちしています。 

表 低炭素社会デザインコース企画運営の連携協力団体
•三菱ＵＦＪ証券株式会社 •有限会社クライメート・エキスパーツ •株式会社PEARカーボンオフセット･イニシアティブ •財団法人地球環境戦略研究機関 •社団法人海外環境協力センター •有限責任中間法人イクレイ日本 •神奈川県 •藤沢市 

図  低炭素社会デザインコースの概要     http://lcs.sfc.keio.ac.jp/ 

ベースとなる知識

温暖化の科
学的知識：
原因・現状・
予測・影響

温暖化対策
の経済学、
政策、技術
の動向

各分野の排出量
、吸収量、ベース
ライン、排出削減
量の算定方法

各分野の温暖
化対策の手法：
内容、削減効
果、費用、課題

温暖化対策による環境負
荷削減や持続可能な開発
への貢献の面での相乗便
益、その認定・奨励

環境ビ
ジネス
の動向・
課題

世界のCO2排出
構造、将来社会
経済シナリオと
排出予測

国際理解・
異文化コミュ
ニケーション
・合意形成

事業型として：従来型ＣＤＭ、未来志向型のCDM（コベネフィッツ型）、カーボンフットプリント、カーボンオフセット

環境人材リーダーとして活躍する人材を育成

政策立案者
（留学生、行政官）

環境経営者
ビジネスリーダー

コンサルタント・
アドバイザー

■講義
低炭素社会設計論
地球温暖化問題について科学と社会的な意志決定・行動
の両面から基礎を学びます。
環境技術システム論
炭素集約型経済・産業システムの現状と課題や、低炭素
化対策の技術・手法の内容、削減効果、費用及び課題な
どを学びます。
環境ビジネスデザイン論
環境経済学の基礎、環境ビジネスの動向と課題、低炭素
化事業の資金調達(ＣＤＭ、自主炭素市場、グリーン電力
等)、投資効率などを学びます。

■演習
低炭素社会デザイン演習１
各分野の活動に伴う温室効果ガスの排出量などを
実際に算定・ドキュメント化する演習を通じて、低炭
素化のための政策や事業の企画・立案に必要な基
本的技法を習得します。

低炭素社会デザイン演習２
気候変動に係る政策立案者に求められる知識や立
案マネジメント手法を習得し、既存の行政組織やプ
ロジェクト実施環境において、より現実的かつ効率
的な形で低炭素化を推進する能力を向上します。

■フィールドワーク等
インターンシップ
フィールドワーク
修士論文等作成

 


